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プ レ シ デ ン ト
理璽天徳」と音をあてておくというのが普通の方
法だった。窮して「皇帝」と訳したものもあったとい
われるが，これでは最高の統治権者の意味は表せて
も，中華世界に未曾有の血統による世襲君主とはち
がう，任期がかぎられた平民の首長という意味はま
ったく消えてしまうことになる。
　そこで考え出されたのが「民主」という訳語であ
る。「民主」という言葉は古典の『左伝』に用例があり，
その意味は「民の主」，すなわち「民にとっての主」で
あって，君主とおなじ内容の語なのである。プレシ
デントの訳語としての「民主」は，「民（の身分）である
主」という意味がこめられての訳語だから，古典の
用例とはまったくちがう言葉としてもちいられるこ
とになったのだが，外国の制度の説明だったからか，
とくに問題となるような誤解がとびだすということ
もなく，１８９０年代には定着する。つまり，「民主」とは，
「君」ではなく「民」である主＝首長ということを第一
義とする言葉として生まれ，清末にはほぼその意味
でもちいられたのである。
　もちろん，「民主」が選挙により選ばれることは前
提されているのだから，その語の背景にデモクラシ
ーの響きを見てとることは，なんら間違いではない。
しかし，プレシデントの訳語としての「民主」とデモ
クラシーの訳語としての民主（民主主義）とのあいだ
に，かなり隔たりがあることもたしかである。やは
り清末における「民主」は，まずプレシデントと理解
されなければならず，「民主国」とは「（君主ではなく）
民主（を有する）国」であり，「民主政体」とは「（君主で
はなく）民主（を擁する）政体」なのであった。「民主」
がなによりもまず「君主」と二者択一の言葉であった
という歴史的な位相をしっかりと押さえないかぎ
り，当時の人びとの時代思潮，日常生活としっかり
かみあった理解を確立することはむつかしいのであ
る。
　（はざま　なおき　元人文科学研究所教授　平成
１３年退官，専門は中国近現代史）
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